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論文内容の要旨 

慢性骨髄性白血病(CML)は t(9;22)相互転座によって形成される Philadelphia 染色体と

BCR-ABL1 融合遺伝子を特徴とする疾患である。チロシンキナーゼ阻害剤（TKI）の登場以

後 CML の予後は劇的に改善した。長期生存が可能となったため TKI による有害事象のマネ

ジメントが現在の問題となっている。 

本研究では、TKI を投与された CML 患者の血管有害事象（VAE）の発生率および特徴を調

べた。CML Cooperative Study Group で収集した 369 人の CML 患者を元に解析を行った。

結果として 23 例（6.2％）において 25 件の VAE が発症した。VAE の発生時に、9 人の患者

がイマチニブで、12 人がニロチニブで、3 人がダサチニブで、1 人がボスチニブで治療中

であった。VAE の内訳は、虚血性心疾患（IHD）13 例、脳梗塞（CI）8 例、末梢動脈閉塞症

（PAOD）4 例であった。調査集団における IHD 発症率は、年齢調整した一般集団における

IHD 発症率と比較し、特にニロチニブ投与群においてより高い結果であった。 

また、European SCORE chart および Framingham score といった血栓症のリスクアセス

メントツールは、日本の吹田スコアと比較し、VAE のリスクで high もしくは very high の

患者が多い傾向にあった。 

結論として、ニロチニブによって治療された患者は他の TKI で治療された患者と比較し、

IHD の発症リスクが高く注意深い観察が必要である。既存の血栓症リスクアセスメントツ

ールでは TKI 治療中の VAE 発症を予測するのは難しく、より有用なツールを模索する必要

がある。今後も治療関連 VAE 症例の長期間観察とその分析によるエビデンスの蓄積が必要

である。 

 


